
建設現場では日本人とパレ
スチナ人合わせて約25人が
働く。現場では日本のように
標識の掲示なども徹底してい
る。安全文化を輸出・定着さ
せることも重要なミッションだ。

歴史的な遺産を守るためJICAの協力が進む
パレスチナの観光名所、ヒシャム宮殿。

長年にわたって情勢不安が続いてきた中東地域。
世界が平和を願うなかで、この地域と歴史的に負の関わりがなく、

政治的にも中立を維持してきた日本。
その協力は、好意的に受け入れられている。

JICAは、インフラ整備、環境、保健、教育、産業など
多岐にわたる分野での協力を推進して
毎日を力強く生きる人々を支援している。

特集中東

深まる
日本との絆

歴
史
的
遺
産
を

両
国
で
と
も
に
守
る

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ヨ
ル
ダ
ン
川
西

岸
地
区
の
町
ジ
ェ
リ
コ
は
、
紀
元
前

1
万
年
に
は
人
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ

る
世
界
最
古
の
都
市
で
、
聖
書
に
も
た

び
た
び
登
場
す
る
。
8
世
紀
に
は
イ
ス

ラ
ム
王
朝
の
ウ
マ
イ
ヤ
朝
が
、
こ
の
地

に
ヒ
シ
ャ
ム
宮
殿
を
建
設
。
初
期
イ
ス

ラ
ム
建
築
の
代
表
的
な
文
化
遺
産
で
、

単
体
で
は
中
東
最
大
級
と
い
わ
れ
る
大

浴
場
の
モ
ザ
イ
ク
床
が
当
時
の
栄
華
を

今
に
伝
え
る
。

　
し
か
し
、
以
前
は
こ
の
モ
ザ
イ
ク
床

は
保
護
の
た
め
砂
や
布
が
か
け
ら
れ
て

い
て
鑑
賞
で
き
ず
、
そ
の
た
め
観
光
客

が
許
可
な
く
砂
を
掘
り
起
こ
し
て
傷
つ

け
る
お
そ
れ
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
モ

ザ
イ
ク
床
を
保
護
し
つ
つ
観
光
客
が
鑑

賞
で
き
る
よ
う
に
す
る
ド
ー
ム
型
シ
ェ

ル
タ
ー
の
建
設
を
、
J
I
C
A
が
支

援
し
て
い
る
。
シ
ェ
ル
タ
ー
内
に
は
モ

ザ
イ
ク
床
を
見
下
ろ
す
た
め
の
観
賞
用

通
路
を
張
り
巡
ら
せ
る
予
定
で
、
今
年

5
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
計
・
施
工
管
理
を

受
諾
し
た
マ
ツ
ダ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の

髙
木
政
一
さ
ん
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
観
光

遺
跡
庁
は
自
分
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て

く
れ
る
協
力
相
手
を
求
め
て
い
て
、
私

た
ち
は
そ
の
点
で
い
い
関
係
を
築
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。「
た
と

案
件
名
ジ
ェ
リ
コ・ヒ
シ
ャ
ム
宮
殿
遺
跡
大
浴
場
保
護
シ
ェル
タ
ー
建
設
及
び
展
示
計
画

2
0
1
8
年
1
月
～
2
0
2
0
年
5
月

文
化
遺
産
を

地
域
の
発
展
の
一
助
に

パレスチナ 資
金
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
の
立
場
に
た
っ
て
技
術
を
伝
え
、人
材
を
育
て
る

―

こ
の
姿
勢
が
日
本
人
や
日
本
企
業
へ
の
信
頼
を
熟
成
し
、

中
東
と
日
本
は
良
好
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

信
頼
で
つ
な
が
る

中
東
と
日
本

中東
深まる日本との絆
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工事前に披露されたモザイク
床。広大なスペースは入浴後
にくつろいだり歓談したりするス
ペースだったといわれている。

シェルターは55×45mの大きさで、高さは約13m。

上はシェルターの
模型と設計図。
下はモザイク床。

庭園はイラン北西部
のラシュト市に造られ
る。日本と気候が似
ていて、植生も日本
庭園に適するものが
多くあるという。

小松さんが
作成した
マニュアル。

シニア海外協力隊の小
松清さん（写真左）。「日
本文化を象徴する伝統
的な日本庭園の姿を目
指していきたい」と話す。

マツダコンサルタンツ
賀上眞久（かがみ・まさひさ）さん （右）

「遺跡を傷つけないように、地面から30cm以上掘る場合は
観光遺跡庁の了解を得ることになっています。実際に陶器
の破片などが出てきたりしましたが、その場合は工事を止め
て観光遺跡庁の指示をあおぎ、慎重に進めています」

髙木政一（たかぎ・まさかず）さん （左）
「シェルターが完成した後は、モザイク床や遺跡自体の修復
という作業が必要になってきます。それも観光遺跡庁は引き
続き日本に協力してもらいたいという意向を示しているので、
今までの仕事が評価されているのかなと思います」

　中東地域のなかでもイランと日本の外交
関係は長く、昨年90周年を迎えた。その記
念にイランは、両国の友好のシンボルとし
て日本庭園の造園を要望。シニア海外協力
隊の小松清さんが現地の設計担当者にアド
バイスを行い、完成後の維持管理に必要な
マニュアルや樹木カードなどの作成を進め
た。市民の憩いの場、そして観光の目玉と
なる日本庭園がイランで新たに誕生しようと
している。

「パレスチナには昨年、約200万人の観光客
が訪れました。日本からは、観光振興のため
過去10年間、さまざまな研修やワークショップ
の開催、市内の観光案内所等の施設設備
の協力を得ています。今後も未整備の遺跡
の修復を進めて、観光客がもっと長期滞在で
きる街づくりを目指します」

パレスチナ観光遺跡庁 ジェリコ支所長
イヤッド・ハムダンさん

え
ば
、
設
計
の
と
き
に
は
、
現
地
の
考

古
学
者
や
大
学
の
先
生
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）、
建

築
家
な
ど
を
招
い
て
、
3
度
に
わ
た
る

有
識
者
協
議
会
を
開
き
、
遺
跡
保
存
や

観
光
資
源
活
用
、
景
観
へ
の
影
響
な
ど

の
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
進
め
ま
し
た
」
と
語
る
よ
う

に
、
計
画
で
は
現
地
の
意
見
が
尊
重
さ

れ
た
。
同
社
の
常
駐
監
理
者
、
賀
上
眞

久
さ
ん
は
「
こ
の
地
の
地
中
に
は
ま
だ
遺

跡
が
埋
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
地
面
を
掘
ら
ず
に
上
に
置
く

よ
う
な
形
の
設
計
の
基
礎
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
建
物
の
強
度
は
基
礎
同
士
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
確
保
し
て
い
ま
す
」
と

遺
跡
を
傷
つ
け
な
い
工
夫
を
語
っ
た
。

　
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
は
ほ
か
に
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
地
な
ど
豊
富

な
観
光
資
源
が
あ
る
。
紛
争
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
こ
と
や
観
光
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
不
足
に
よ
り
観
光
産
業
が
停
滞

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
J
I
C
A
は

2
0
0
8
〜
16
年
に
観
光
振
興
の
支

援
も
実
施
。
観
光
案
内
所
の
設
置
や
住

民
と
お
土
産
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

「『
J
I
C
A
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
?
』
と
、
市
民
か
ら
親
し
く
声
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
信
頼
や
期

待
を
感
じ
ま
す
」
と
賀
上
さ
ん
。

　
日
本
の
誠
実
な
取
り
組
み
が
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
人
々
に
も
認
め
ら
れ
、
実
を

結
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

床
の
カ
バ
ー

をはがすと

8世紀のイスラム王朝の 
大浴場の遺跡が！

ドーム型
シェルターの
外観

地域の観光業を後押し
　日本政府は、「平和と繁栄の回廊」構
想の一環としてパレスチナ、イスラエ
ル、ヨルダンの観光業を促進する取り組
みを行っており、ヒシャム宮殿でのプロ
ジェクトもそのひとつ。JICAは2019
年に、外務省と日本旅行業協会との共
催で日本の旅行業者向けにパレスチナ
をPRするセミナーとツアーを開催し
た。今年は、この地域を周遊するツアー
企画などを行うプロジェクトも始まる。

こちらはヨルダンの首都アンマン。手前は
6,000人収容できるローマ時代の円形劇場
で、奥の丘の上にはアンマン城が見える。

ベツレヘムの生誕教会。教会の地下の祭
壇にはイエス・キリストが誕生した場所を示す
とされる星形の印がある。

覆面芸術家バンクシーが手がけ
た、ベツレヘムにあるホテル「ザ・
ウォールド・オフ・ホテル」。ホテル
内や街中ではバンクシーのアート
作品が鑑賞できる。

バンクシーのアート

キリスト生誕の地ヨルダンの円形劇場 誘惑の山
イエス・キリストが40日間の断食苦行を行っ
たとされるジェリコの「悪魔に試みられた
誘惑の山」。切り立った崖肌に修道院があ
り、観光名所のひとつとなっている。

大切な遺跡。
細心の注意で

シェルター建設中のため、
モザイク床をカバーで
保護しています

モザイク床は面積825平方メートル。モザイク
床鑑賞用のドーム型シェルターを建設中。

Column

パレスチナイスラエル ヨルダン

イランに日本庭園を
イラン

中東
深まる日本との絆
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文
化
財
の
保
存
修
復

と
も
に
作
業
し
技
術
を
伝
え
る

　
ギ
ザ
の
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
す
ぐ
そ

ば
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
文
化
財
10
万

点
を
収
蔵
し
、
5
万
点
展
示
す
る
大
エ

ジ
プ
ト
博
物
館
の
建
設
が
、
日
本
の
協

力
で
今
年
中
の
開
館
を
目
指
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
角
に
あ
る
大
エ
ジ
プ
ト
博
物

館
保
存
修
復
セ
ン
タ
ー
で
も
、
日
本
人

が
活
躍
し
て
い
る
。
J
I
C
A
が
実

施
し
た
同
セ
ン
タ
ー
の
人
材
育
成
を
行

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
1
0
0
回

以
上
の
研
修
に
約
2
2
5
0
人
が
参

加
し
た
。

　
研
修
終
了
後
、
2
0
1
6
年
か
ら

は
日
本
人
と
エ
ジ
プ
ト
人
が
合
同
で
文

化
財
の
保
存
修
復
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
っ
た
。
特
に
貴
重
な
文
化
財

の
修
復
を
一
緒
に
行
い
な
が
ら
、
そ
の

技
術
を
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て
い
る
。

　
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
衣
服
な
ど
を

扱
う
染
織
品
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
、
モ
ハ

メ
ッ
ド
・
ア
ヤ
ド
さ
ん
は
「
修
復
と
同

時
に
分
析
、
記
録
を
と
る
作
業
も
大
事

で
す
。
日
本
の
協
力
な
し
で
今
の
レ
ベ

ル
の
修
復
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
」
と

感
謝
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
総
括
の
西
坂
朗
子

さ
ん
は
「
修
復
の
技
術
自
体
は
日
本
独

自
の
も
の
で
は
な
く
、
国
際
標
準
の
も

の
で
す
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
X
線
な
ど
い
ろ
ん
な
分
野
の
専
門

家
が
一
緒
に
学
際
的
に
取
り
組
む
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
日
本
の
強
み
で
、
今
後
、

エ
ジ
プ
ト
で
も
続
け
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
伝
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
間
も
な
く
開
館
す
る
博
物
館
で
展
示

さ
れ
る
貴
重
な
文
化
財
の
陰
に
は
、
日

本
と
エ
ジ
プ
ト
の
長
年
に
わ
た
る
協
力

と
絆
が
あ
る
。

今年中の開館を目
指す大エジプト博
物館。中央の入り
口から左側が展示
スペースで、右側
には国際会議場、
シアター、フード
コートなど公共施
設が入る。

高さ約11mのラムセス2世像。1820年にメンフィスで
発見され、直近ではカイロ市内で約50年展示された
後、2018年1月に同博物館入り口に置かれた。

「日本人とは2008年から一緒に仕事をし
て多くのことを学びました。その中で一
番重要なのは、しっかり計画を立てるこ
と。最初、エジプト人には早く作業を終わ
らせたい気持ちがありましたが、プロジェ
クトを通して迅速性と計画性をバランス
よくしっかりできるようになりました」

大エジプト博物館
保存修復センター
保存修復担当 所長
フセイン・カマルさん

エジプト古王国時代（紀
元前2 6 8 6年～紀元前
2185年ごろ）のイニ・スネ
フェル・イシェテフ壁画の
修復作業。壁画を傷つけ
ないように泥や汚れを取
り除いていく。

「博物館は200年、300年とその国の人たちが大
切にしていくもの。そこに日本人が貢献できたのは
大きなことだと思います。ここではエジプトの貴重
な文化財が来場者に親しみやすいかたちで展示
されるので、今までとまったく違う経験をしてもらえ
るのが楽しみです」

保存修復プロジェクト副総括
西坂朗子（にしさか・あきこ）さん

貴重な経験を
将来に活かしてください

地
域一帯
の
電
力
供
給
を

日
本
企
業
の
手
で

　
イ
ラ
ク
南
部
の
最
大
都
市
バ
ス
ラ
に

は
、
1
9
8
2
年
に
日
本
の
協
力
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
ハ
ル
サ
発
電
所
が

あ
る
。
こ
の
地
域
一
帯
の
電
力
供
給
を

ま
か
な
う
重
要
な
施
設
で
、
運
用
や
維

持
管
理
は
日
本
人
技
術
者
か
ら
学
ん
だ

イ
ラ
ク
人
技
術
者
が
行
っ
て
い
た
。
し

か
し
湾
岸
戦
争
に
よ
る
損
害
を
受
け
た

後
、
老
朽
化
も
進
み
、
経
済
制
裁
の
影

響
に
よ
る
資
材
不
足
の
た
め
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
十
分
で
な
く
、
発
電
能
力
が
低

下
し
て
い
た
。
こ
の
現
状
の
解
消
に
イ

ラ
ク
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
J
I
C
A

の
協
力
を
得
て
発
電
所
内
の
四
つ
の
発

電
設
備
の
う
ち
4
号
機
の
改
修
を
実
施

（
17
年
に
終
了
）。
現
在
は
1
号
機
の
改

修
を
進
め
て
い
る
。

「
4
号
機
で
は
建
屋
の
屋
台
骨
な
ど
残

せ
そ
う
な
も
の
は
残
し
つ
つ
、
発
電
の

要
と
な
る
部
品
は
ほ
ぼ
交
換
し
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
人
熔
接
士
や
機
械
工
を
日
本
に

招
い
て
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

現
地
で
は
保
守
・
運
転
の
た
め
の
技
術

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
三
菱
日
立

パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
山
口
雅
義
さ
ん
。

電
力
の
安
定
供
給
の
た
め
に
導
入
し
た

電
子
制
御
シ
ス
テ
ム
は
、
扱
い
や
す
い

と
現
場
で
も
好
評
だ
。
近
隣
の
工
科
大

学
か
ら
学
生
の
研
修
を
受
け
入
れ
、
日

本
の
最
新
技
術
を
学
ぶ
場
も
提
供
し
た
。

　
作
業
中
に
は
税
関
や
国
内
で
大
き
な

資
材
の
運
搬
が
足
止
め
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
っ
て
遅
れ
を
巻
き
返
し
た
。
納

期
通
り
の
完
成
に
は
イ
ラ
ク
人
関
係
者

か
ら
多
く
の
感
謝
の
声
が
上
が
っ
た
。

2015年から改修事業を担当。「イ
ラク電力省の関係者や現地職人
とよく食事を一緒にし、コミュニケー
ションをとっています。フットサルや
バスケットボールで一緒に汗を流す
スタッフもいます」。長年、仕事をし
てきたマフムード・アブドゥルラザッ
ク・イブラヒムさんと。

三菱日立パワーシステムズ
長崎サービス部
山口雅義

（やまぐち・まさよし）さん（左）

改修前

 「改修前はまるでヤカンのように排ガス
が漏れていた」と山口さん。発電能力
は定格出力の50 ～60％にしか満たな
かった。

発電能力が定格出力の200メガワットに回復。
日本の100万世帯分の電力に相当する。

改修後

ツタンカーメン王のチュニックと呼ばれる衣服
を調査する西坂さんら。「展示ケースに入ると
詳細な調査ができなくなるので、その前に縫い
方などを記録しています」。

改修後の初稼働ではイラク人も日本人も大きな拍手とともに沸いた。

ダミー公園に、障害のある子どもでも安全に遊べる風船タイプ
のすべり台をJICAの支援で設置。公園の入り口には車いす。

イラクは度重なる戦争、イスラム国（ISIL）の侵攻などにより、
老朽化するインフラ施設の更新が進んでいない。

JICAは日本の技術を役立てる本邦技術活用条件（STEP）を
適用した協力にも取り組んでいる。

　老朽化や戦災によって製
油所の設備能力が低下し、
産油国にもかかわらず石油
製品を他国から輸入するイ
ラク。南部のバスラ製油所
の改修を行い、現代の環境
基準に適合する高品質な国
産石油製品を増産させ、経
済復興を後押しする。

案件名 バスラ製油所改修事業
借款契約署名：2012年10月

（第一期）、2019年6月（第二期）

　イラク北部クルド地域の中
心都市であるエルビル市は、
急激な都市化が進むが、下水
処理場が依然として未整備。
エルビル市の下水道システム
を整備することにより、衛生
環境の改善を図る。 案件名 クルド地域下水処理施設

建設事業（I）
借款契約署名：2015年6月
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エジプトイラク

進む！  日本のインフラ整備
イラク

イラク事業の動画を
JICA YouTubeページで

公開中！
https://youtu.be/hv8yBrzMOTY
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